
幼児のがん治療きっかけ

医
師
、
機
器
不
足
が
深
刻

「
美
談
に
終
わ
ら
せ
ぬ
活
動
に
」

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
は
七
日
、
岡
山
市
楢
津
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
記
者

会
見
を
開
き
、
目
の
が
ん
を
日
本
で
治
療
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ア
ル
バ
ニ
ア
系
コ
ソ
ボ
住

民
、
ネ
ジ
ー
ル
・
シ
ニ
ッ
ク
ち
ゃ
ん
（
３
）
に
ち
な
み
、
現
地
へ
の
眼
科
医
療
支
援
「
ネ
ジ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
関
係
者
は
「
現
地
で
苦
し
む
人
が
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
を
聞
く
に
つ
け
、
一
つ
の
美
談
に
す
ぎ
な
い
我
々
の
活
動
を
、
何
と
か
医
療
支

援
に
結
び
付
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
と
ネ
ジ
ー
ル
ち
ゃ
ん
を
支
援

し
て
き
た
日
本
・
ア
ル
バ
ニ
ア

協
会
（
金
沢
市
、
児
島
和
男
事

務
局
長
）
が
共
同
で
実
施
。
ネ

ジ
ー
ル
ち
ゃ
ん
一
人
だ
け
で
な

く
、
現
地
の
眼
科
治
療
全
体
を

支
援
し
よ
う
と
決
め
た
。
現
地

で
は
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
空
爆
な
ど
で
、
医

療
機
器
や
専
門
医
が
足
り
ず
、

十
分
な
治
療
が
で
き
て
い
な
い

と
い
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ネ
ジ

ー
ル
ち
ゃ
ん
と
同
様
の
病
気
に

有
効
な
、
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た

医
療
機
器
を
今
月
末
ま
で
に
現

地
の
プ
リ
シ
ュ
テ
ィ
ナ
医
科
大

病
院
に
限
り
、
診
療
室
も
整
備
。

昨
年
十
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
招
き

で
来
日
し
、
約
二
か
月
間
、
医

療
研
修
を
受
け
た
同
病
院
に
勤

務
す
る
ガ
ズ
メ
ン
ド
・
カ
チ
ャ

ニ
ク
医
師
が
治
療
を
担
当
す

る
。

　
児
島
事
務
局
長
は
「
ネ
ジ
ー

ル
ち
ゃ
ん
の
治
療
の
た
め
、
自

分
や
自
分
の
子
供
が
同
様
の
病

気
で
苫
し
ん
で
い
る
入
ら
八
百

人
を
超
え
る
人
だ
ち
か
ら
カ
ン

パ
が
あ
っ
た
。
そ
の
気
持
ち
が
、

コ
ソ
ボ
全
体
に
届
い
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
ネ
ジ
ー
ル
ち
ゃ
ん
は
、
網
膜

芽
細
胞
腫
の
治
療
の
た
め
、
昨

年
七
月
に
来
日
し
、
金
沢
大
学

付
属
病
院
（
金
沢
市
）
に
入
院
。

ほ
ぼ
完
治
し
た
た
め
、
十
二
月

に
帰
国
し
た
。
現
在
は
、
週
に

一
度
、
ガ
ズ
メ
ン
ド
医
師
の
検

査
を
受
け
て
い
る
。

　
現
地
か
ら
帰
国
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
と
、
ネ

ジ
ー
ル
ち
ゃ
ん
は
体
調
も
良
く

「
ぼ
く
、
日
本
は
大
好
き
だ
よ
。

大
き
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
日
本

に
行
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
て

い
た
と
い
う
。
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